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・出席停止の期間中も、電話連絡やMicrosoft
Teamsによる授業参加など、手厚いフォローがあ
り、安心できた。
・オンラインによる三者面談を通して、学校で
の様子や今後の課題を知ることができた。
・３年生の受験指導では、データに基づいた効
果的な指導が行われ、医学部現役合格などの成
果を挙げている。
・面接練習や小論文指導を、生徒を少人数のグ
ループに分け、全教員が分担して繰り返し行っ
ている。
・イギリス英語研修では生きた英語を学び、イ
ギリスでの様々な経験を通して、英語学習への
意欲を向上させることができた。

常に真理を追究し、友情を培い、広く社会に貢献する人間形成を目的とする

建学の精神を具現化し、魅力あふれ
る学校づくりを進めるために、以下
の項目について、一層徹底する必要
がある。
・基礎･基本を徹底して確かな知識･
技能を養い、思考力･判断力･表現力
を育成する。
・学校と家庭が連絡を緊密にとって
「共育」「協育」を進める。
・生徒が志望する大学に進学できる
よう適切な進路指導を行う。
・新型コロナウイルス感染症の状況
を見極め、イギリス英語研修で生き
た英語を学ぶ機会を設ける。

生徒に「知る喜びと学ぶ楽しさ」を
実感させ、次の授業を期待する気持
ちを持たせるために、以下の項目に
ついて、さらに指導を徹底する必要
がある。
・生徒が主体的･協働的な学びに取
り組むよう指導する。
・授業技術の改善に努める。
・生徒の疑問に対応するとともに、
次の課題を的確に指示できるように
する。

年　　　　度　　　　目　　　　標

方策の評価指標

①
学習指導の充実と志
望進路の実現

②

授業の改善と指導力
の向上

  ほぼ達成　　（８割以上）

  概ね達成　　（６割以上）

  変化の兆し　（４割以上）

  不 十 分　　（４割未満）

・各教科で評価規準を作成した。
・前学期の復習を含めた実力テストを
実施し、学習内容の定着と応用力の養
成を図った。
・「共育通信」により、学校と保護者
が密に連絡を取り合うことができた。
・生徒を少人数グループに分けて面接
練習や小論文指導を行った。
・一人一台タブレット配備を達成。
・Microsoft Teamsを活用して、週末や
長期休暇中にも教科の連絡や資料配
布、生徒の質問に答えた。
・２週間のイギリス英語研修を無事に
実施できた。

次年度への課題と改善策

・大学入学共通テスト等の高大
接続改革に対応し、主体的･対話
的で深い学び、探究活動の機会
を増やし、記録を残す。
・複数教員から受験アドバイス
が受けられる体制を確立する。
・大学入試情報を収集･分析し、
適切かつ的確な進路指導ができ
るよう努める。
・全クラスへに配置した大型
ディスプレイを十分に活用し、
ＩＣＴのなる充実化を図る。
・イギリス英語研修を通常の３
週間の期間で実施する。

Ａ

具体的方策 評価項目の達成状況 学校関係者からの意見・要望・評価等

実施日２０２３（令和５）年３月２３日

学　校　関　係　者　評　価

資格試験

・大学入試問題を研究し、教科指導力
を向上させた。
・主体的･対話的で深い学びを重視し、
ＩＣＴの活用に努めた。
・授業アンケートを年間５回実施。
・全教員が年間５回の授業アンケート
の結果をもとにレポートを作成し、授
業改善に取り組んだ。
・各教科の見方・考え方を働かせ、資
質・能力を育むための学習指導を継続
した。

・英語検定…２級未取得者は全員受験
した。
・漢検…２級未取得者は全員受験し
た。
・数検…受検希望者には、直前の対策
講座を開講して動機づけを行った。

　２　０　２　２（　令　和　４　）　年　度　 学　校　自　己　評　価　シ　ス　テ　ム　シ　ー　ト （　秀明高等学校　）
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Ｄ

・各教科で評価規準を作成する。
・定期考査の他に学期ごとに実力テ
ストを実施する。
・授業内でチェックテストを実施
し、重要事項の定着を図る。
・学校からの通信である「秀明通
信」を毎週配信する。
・家庭からの「共育通信」を随時受
け付ける。
・面接練習や小論文指導を計画的に
実施する。
・３年ぶりにイギリス英語研修を実
施する。

学　　　　校　　　　自　　　　己　　　　評　　　　価

年 　度　 評　 価 （　３月３１日 現在  ）

現状と課題

③ 生活指導の充実

・頭髪検査は月１回、身だしなみの
指導は随時実施する。
・個別面談を定期的に実施。また、
必要に応じて随時行う。
・毎日主要な新聞記事を生徒に提示
し、意見や感想を述べさせる。
・新型コロナウイルの感染症予防に
努め、クラスターを発生させないよ
う感染源・感染経路を断つ。生徒の
検温と健康観察を確実に行い、体調
不良者は隔離し、帰宅させるなど即
時対応する。

・頭髪・身だしなみの指導は、学年全体で
統一して行う。
・いじめや嫌がらせは、アンケートや面談
の実施により、常に生徒の状況を把握し、
問題の解消に努める。
・善悪の区別をしっかりつけさせる。
・新聞記事を素材として意見発表させると
ともに、自分の考えを『自学自習の記録』
に記入させ、健全な思考力・判断力・表現
力を養う。
・密集・密接・密閉の状況を避け、手洗
い・マスク着用・毎日の検温など、感染症
対策を徹底する。

寮生活及び学校生活全般において、
以下の項目について指導を徹底す
る。
・基本的な生活習慣を確立する。
・５つの約束（飲酒･喫煙･盗み･暴
力をしない･不適切な交遊関係を持
たない）の厳守。
・「心の学習」を充実させ、自分と
他人の命を大切にする心を育み、善
と悪の判断力を養う。
・「学校のあたらしい生活様式」の
もと、新型コロナウイルス感染症対
策を徹底する。

　①生徒たちに「知る喜び」と「学ぶ楽しさ」を実感させる教育を行う。

　②保護者の「信頼と期待に応える教育」を行う。

　③規則正しい生活習慣を身につけ、自立心や忍耐力、協調性など豊かな人間性を育む。

・新型コロナウイルス感染拡大
防止対策を継続する。希望生徒
には系列大学でのＰＣＲ検査を
実施する。
・人権意識を高め、行って良い
ことと悪いことの判断や、他人
をいたわる心を養う指導を継続
して行う。
・週１回以上の個別面談、月１
回のアンケートを継続して行
う。

Ａ

・新型コロナウイルス感染症のクラス
ター発生を防ぐことができた。
・校門にＡＩ検温、校舎入口に消毒
液、食堂に空気循環式紫外線清浄機を
配備。寮室は一人部屋、食堂は座席指
定と机上にアクリル板の設置を継続し
た。
・頭髪検査は月１回、身だしなみ指導
は随時実施した。
・担任面談は週１回以上、生活アン
ケートは月１回実施した。
・ＨＲで「心の学習」を実施。

英語検定、ケンブリッジ英検、漢字
検定、数学検定、Ｐ検定、世界遺産
検定など資格試験に積極的に挑戦さ
せているが、上位級の取得を目指し
て計画的に学習させるよう指導を継
続する必要がある。

・英語検定、漢字検定とも学校
挙げて受検対策に取り組み、上
位級に挑戦させ、確実に合格さ
せる。
・生徒に資格試験取得の利点を
理解させ、上位級への挑戦意欲
が高まるよう指導する。

・英語検定…高校卒業までに２級が
取得できるよう積極的に受検させ
る。準１級合格を目指して個別に指
導する。
・漢字検定…２級取得を目標として
計画的に学習するよう指導。
・数検…上位生徒には積極的に受検
させる。

・大学入学共通テストを分析
し、学習指導に活用する。主体
的･対話的で深い学びを実践、生
徒の理解力･判断力･表現力を育
成する。
・次年度も年間５回の授業アン
ケートを継続し、授業改善を図
る。
・授業を積極的に参観し、授業
技術の改善を図る。
・オンライン学習教材の効果的
な運用を研究する。

・カリキュラムマネジメントを進め、主体
的･対話的で深い学び(アクティブラーニン
グ)を導入した授業展開の技術を向上させ
る。
・電子黒板やタブレット端末などＩＣＴ教
材を活用し、生徒の理解を促す授業を展開
する。
・教員は大学入試問題の分析などに励み、
教科指導力を向上させる。
・授業アンケートを実施し、結果を踏まえ
て改善する。

・大学入学共通テストを分析し、思
考力を試す問題に対応するための情
報を収集する。
・国公私立大学の入試問題の出題傾
向を調査・把握して授業に活用す
る。
・授業アンケートを年間５回実施す
る。
・授業アンケートの結果をもとにレ
ポート「授業改善にむけて」を作成
し、よりよい授業を作り上げる。

・授業、夜間学習、週末課題、大学入試過
去問題演習、個別指導など、「きめ細かく
面倒を見る学習指導」を行う。
・家庭からの「共育通信」をもとに学校と
保護者が協力して生徒を育てる。
・生徒が志望する大学に合格できるよう、
学習面のみならず精神面のサポートも行
う。
・面接練習や小論文指導は、全教員で取り
組み、万全の指導体制を構築する。
・イギリス英語研修は、ホームステイを行
わないこと、帰国時のPCR検査の実施など
感染症対策を十分に講じて、実施に向けた
体制を整える。

・英語検定は、放課後や夜間学習を活用し
て継続的に指導し、生徒全員を上位級に挑
戦させる。
・漢字検定や数学検定、世界遺産検定は、
資格取得の利点を理解させ、生徒各々の実
力に合わせた級から受験させるとともに、
さらに上位級への挑戦意識を高めさせる。

・生徒一人ひとりに声をかけて指導されてい
る。生徒一人ひとりのつまずきを見逃さずフォ
ローされている。
・大学入学共通テストなど入試問題と関連付け
て説明されていて、受験への意識が高まり、実
力も養うことができる。
・生徒に考えさせるとともに、自分の考えを発
表させるなど思考力・判断力・表現力の養成に
力を入れ、実践力を伸ばす工夫がされている。
・定期考査には大学入試問題も出題されてお
り、実戦的な学力が測れるようになっている。

・資格試験に積極的に挑戦させている。特に英
語検定は、生徒全員が毎回上位の級を目標に過
去問題演習に取り組み、良好な結果を出してい
る。
・検定試験受験の申し込みから結果の発表ま
で、教員のサポート体制が行き届いている。

・新型コロナコロナウイルス感染症の予防対策
が徹底されている。
・「いかなるいじめも許さない」を実践し、厳
正かつ敏速な対応をしている。
・挨拶の励行や頭髪・服装指導など、全教員が
統一の基準で指導にあたり、来校者から生徒た
ちが進んで挨拶をしてくれて素晴らしいという
評価を得ている。
・面談と生活アンケートによって、生活上の問
題を早期に発見する体制を作っている。
・避難訓練など危機管理に関する各種訓練を実
施している。

Ａ

Ａ


